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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の日本経済は、政府の経済・金融政策の効果により企業収益や雇用環境が改善するな

ど、景気は緩やかな回復基調に推移しました。しかしながら、実質所得が伸び悩むなか個人消費の回復が遅れるな

ど、景気の先行きは不透明な状況に推移しました。

食品流通業界におきましては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動に加え、円安による原材料高から価格

改定が行われるなか、企業間競争は厳しい状況が続きました。

ビジネスホテル業界におきましては、円安や政府の観光立国に向けた施策などを背景に訪日外国人客が増加する

なか、近隣ホテルとの競合は厳しい状況が続きました。

このような状況のなか、当社グループは引き続き、地域に密着した営業を展開してまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は509億50百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益は７億91百万

円（前年同期比14.0％減）、経常利益は10億32百万円（前年同期比3.2％減）、四半期純利益は６億43百万円（前

年同期比10.3％減）となりました。

 
事業別セグメントの概況

① 商事部門

商事部門におきましては、日常消費する商品に関する消費者の節約志向の高まりから、販売が低調に推移しまし

た。食品では冷凍・チルド商品、菓子は増収となりましたが、加工食品、酒類が伸び悩み減収となりました。業務

用商品では小麦粉が販売数量の増加、価格上昇により増収となりましたが、油脂、業務用食材が減収となりまし

た。飼料畜産では豚流行性下痢の影響により、飼料の販売数量、成豚の集荷が減少しましたが、食肉の販売数量の

増加、価格上昇により増収となりました。米穀では精米の販売数量は増加しましたが、米価格の低下により減収と

なりました。 

その結果、商事部門の売上高は487億９百万円（前年同期比5.9％減）、営業利益は５億47百万円（前年同期比

20.5％減）となりました。 

② ホテル部門 

ホテル部門におきましては、近隣ホテルとの競合もありましたが、一般利用客、観光利用客が順調に推移し、ま

た、客室単価も堅調に推移したことにより増収となりました。 

その結果、ホテル部門の売上高は18億88百万円（前年同期比3.6％増）、営業利益は２億97百万円（前年同期比

4.4％増）となりました。 

③ 不動産部門 

不動産部門につきましては、賃貸料収入として売上高は３億52百万円（前年同期比5.1％減）、営業利益は３億

15百万円（前年同期比4.8％減）となりました。 

 
（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億15百万円減少し481億66百万円となりま

した。これは主に流動資産の減少11億34百万円で、その内容は受取手形及び売掛金の減少11億23百万円、原材料及

び貯蔵品の減少４億63百万円などによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ11億12百万円減少し223億60百万円となりました。これは主に流動負債の減少

14億１百万円で、その内容は支払手形及び買掛金の減少８億66百万円、短期借入金の減少２億51百万円などによる

ものです。 

純資産は、７億97百万円増加し258億５百万円となりました。これは主にその他有価証券評価差額金の増加５億

64百万円などによるものです。 

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは14億84百万円（前年同期比６

億69百万円減）となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益９億56百万円、売上債権の増減額11億24百万

円、仕入債務の増減額△８億66百万円などによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは△１億97百万円（前年同期比２億84百万円減）となりました。これは主に

投資有価証券の取得による支出△１億２百万円などによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは△６億72百万円（前年同期比３億26百万円増）となりました。これは主に

配当金の支払額△４億４百万円などによるものです。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物四半期末残高は前連結会計年度末から６億17

百万円増加し53億10百万円（前年同期比３億18百万円増）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月13日に公表しました連結業績予想に変更はありま

せん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用しております。

退職給付見込額の期間帰属方法は従来と同様の期間定額基準としております。割引率の決定方法について

は、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく決定方法から、退職給付支払ごとの支払見込期間を

反映する決定方法へ変更しております。ただし、割引率の変動が退職給付債務に重要な影響を及ぼさないた

め、前連結会計年度末に用いた割引率を当第２四半期連結累計期間でも用いております。

この結果、当第２四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,808 5,430 

受取手形及び売掛金 13,360 12,236 

商品及び製品 1,362 1,340 

仕掛品 29 39 

原材料及び貯蔵品 658 194 

繰延税金資産 91 73 

未収入金 3,022 2,848 

その他 65 90 

貸倒引当金 △49 △42 

流動資産合計 23,347 22,213 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 13,461 13,483 

減価償却累計額 △9,083 △9,228 

建物及び構築物（純額） 4,377 4,255 

機械装置及び運搬具 1,945 1,965 

減価償却累計額 △1,673 △1,709 

機械装置及び運搬具（純額） 272 256 

土地 10,529 10,504 

その他 1,512 1,539 

減価償却累計額 △1,132 △1,175 

その他（純額） 380 364 

有形固定資産合計 15,559 15,380 

無形固定資産    

ソフトウエア 83 118 

その他 140 135 

無形固定資産合計 224 254 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,256 7,299 

長期貸付金 397 383 

繰延税金資産 87 25 

差入保証金 2,557 2,553 

その他 350 354 

貸倒引当金 △297 △297 

投資その他の資産合計 9,350 10,319 

固定資産合計 25,134 25,953 

資産合計 48,482 48,166 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 15,575 14,709 

短期借入金 4,007 3,755 

未払法人税等 561 326 

賞与引当金 86 86 

その他 1,547 1,499 

流動負債合計 21,778 20,377 

固定負債    

社債 5 － 

長期借入金 258 337 

繰延税金負債 48 217 

役員退職慰労引当金 19 19 

退職給付に係る負債 617 618 

長期未払金 171 171 

その他 573 618 

固定負債合計 1,695 1,983 

負債合計 23,473 22,360 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,599 5,599 

資本剰余金 5,576 5,576 

利益剰余金 13,403 13,641 

自己株式 △862 △863 

株主資本合計 23,715 23,953 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 904 1,469 

退職給付に係る調整累計額 △6 △7 

その他の包括利益累計額合計 898 1,461 

少数株主持分 394 390 

純資産合計 25,008 25,805 

負債純資産合計 48,482 48,166 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 53,953 50,950 

売上原価 48,440 45,601 

売上総利益 5,512 5,349 

販売費及び一般管理費 4,591 4,558 

営業利益 920 791 

営業外収益    

受取利息 14 10 

受取配当金 91 108 

持分法による投資利益 － 71 

その他 72 77 

営業外収益合計 178 267 

営業外費用    

支払利息 25 21 

その他 6 4 

営業外費用合計 32 26 

経常利益 1,066 1,032 

特別利益    

投資有価証券売却益 18 － 

固定資産売却益 84 － 

特別利益合計 103 － 

特別損失    

固定資産処分損 3 24 

減損損失 1 51 

特別損失合計 5 75 

税金等調整前四半期純利益 1,164 956 

法人税、住民税及び事業税 433 375 

法人税等調整額 10 △60 

法人税等合計 443 315 

少数株主損益調整前四半期純利益 720 640 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △2 

四半期純利益 716 643 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 720 640 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 61 564 

退職給付に係る調整額 － △1 

その他の包括利益合計 61 563 

四半期包括利益 781 1,204 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 777 1,206 

少数株主に係る四半期包括利益 3 △2 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,164 956 

減価償却費 282 271 

減損損失 1 51 

賞与引当金の増減額（△は減少） △0 0 

持分法による投資損益（△は益） 2 △69 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △0 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 △0 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 43 △6 

受取利息及び受取配当金 △105 △118 

支払利息 25 21 

有形固定資産除売却損益（△は益） △81 5 

売上債権の増減額（△は増加） 1,433 1,124 

たな卸資産の増減額（△は増加） 403 474 

その他の資産の増減額（△は増加） △265 154 

仕入債務の増減額（△は減少） △312 △866 

その他の負債の増減額（△は減少） △161 △45 

その他 16 57 

小計 2,386 2,009 

利息及び配当金の受取額 107 120 

利息の支払額 △25 △19 

法人税等の支払額 △314 △625 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,153 1,484 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △256 △65 

有形固定資産の売却による収入 143 4 

投資有価証券の取得による支出 △2 △102 

投資有価証券の売却による収入 198 0 

貸付金の回収による収入 14 12 

その他 △9 △47 

投資活動によるキャッシュ・フロー 87 △197 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △283 40 

長期借入れによる収入 300 300 

長期借入金の返済による支出 △328 △512 

自己株式の取得による支出 △233 △0 

配当金の支払額 △367 △404 

その他 △86 △95 

財務活動によるキャッシュ・フロー △999 △672 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 2 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,242 617 

現金及び現金同等物の期首残高 3,748 4,692 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,991 5,310 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  商事部門 ホテル部門 不動産部門 計 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

売上高            

(1）外部顧客への売上高 51,758 1,823 371 53,953 － 53,953 

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
18 － 28 46 △46 － 

計 51,776 1,823 399 53,999 △46 53,953 

セグメント利益 688 284 331 1,304 △383 920 

（注）１．セグメント利益の調整額△383百万円には、のれん償却額△４百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△383百万円、その他４百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない総務・人事・経理・情報システム部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  商事部門 ホテル部門 不動産部門 計 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

売上高            

(1）外部顧客への売上高 48,709 1,888 352 50,950 － 50,950 

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
16 0 26 42 △42 － 

計 48,725 1,888 378 50,993 △42 50,950 

セグメント利益 547 297 315 1,159 △368 791 

（注）１．セグメント利益の調整額△368百万円には、のれん償却額△４百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△371百万円、その他７百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない総務・人事・経理・情報システム部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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４．補足情報

（1）販売の状況 

          （単位：百万円、％）

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成26年４月１日から
平成26年９月30日まで）

 前年同期比

 

食品（酒類・飲料含む） 33,372 31,293 93.8

業務用商品 7,810 7,269 93.1

米穀 4,319 3,806 88.1

飼料・畜産 6,255 6,339 101.3

 商事部門計 51,758 48,709 94.1

 ホテル部門 1,823 1,888 103.6

 不動産部門 371 352 94.9

     合計 53,953 50,950 94.4
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